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日本語学会の活性化についてのアンケート 

 

 日頃、日本語学会の活動にご理解を賜り、まことにありがとうございます。 

 2018 年 6 月から新しい執行部のもとで学会運営をスタートするにあたり、会員のみなさまの、日本語

学会に対するご期待やご要望を承り、今後の運営に役立てたいと考え、下記のようなアンケートを企画

しました。正味 10 分ほどで終了するかと思いますので、なにとぞ回答にご協力を賜りますようお願い申

し上げます。 

 なお、【日本語学会会員の方のみ】、また【1 回だけ】お答えいただきますよう、お願いいたします。 

 

 回答期限：10 月 31 日(水) 

 

1. あなた自身について 
問 1-1 日本語学会に入会してから何年になりますか。 

(a) 5 年未満 

(b) 5 年以上 10 年未満 

(c) 10 年以上 20 年未満 

(d) 20 年以上 

(e) わからない 

 

問 1-2 あなたの年齢をお答えください。 

(a) 60 歳以上 

(b) 50 歳以上〜60 歳未満 

(c) 40 歳以上〜50 歳未満 

(d) 30 歳以上〜40 歳未満 

(e) 20 歳以上〜30 歳未満 

(f) 20 歳未満 

 

問 1-3 今年度、もっとも勤務・就学時間の長いものを 1 つ選んでお答えください。 

(a) 大学教員（常勤） 

(b) 大学教員（非常勤） 

(c) 大学・研究所等研究員（常勤） 

(e) 高等学校・高等専門学校教員（常勤） 

(f) 高等学校・高等専門学校教員（非常勤） 

(g) 小学校・中学校教員（常勤） 

(h) 小学校・中学校教員（非常勤） 

(i) 無職（名誉教授等、教育・研究機関の退職者も含む） 

(j) 大学院生 

(k) 大学院生（留学生） 

(l) 大学・学部生 

(m) 大学・学部生（留学生） 

(n) 研究生・科目等履修生等の非正規学生 

(o) 研究生・科目等履修生等の非正規学生（留学生） 

(p) 出版社・書店関係者 

(q) その他 

 



 

2 
 

問 1-4 あなたのご専門について、当てはまるものを選んでください。【複数回答可】 

(a) 研究史 

(b) 研究資料（史的研究） 

(c) 研究資料（現代） 

(d) 文法（史的研究） 

(e) 文法（理論・現代） 

(f) 語彙（史的研究） 

(g) 語彙（理論・現代） 

(h) 音韻（史的研究） 

(i) 音韻（理論・現代） 

(j) 文字・表記（史的研究） 

(k) 文字・表記（理論・現代） 

(l) 文章・文体（史的研究） 

(m) 文章・文体（理論・現代） 

(n) 社会言語・言語生活 

(o) 地域言語・方言 

(p) 数理的研究 

(q) その他 

 

問 1-5 言語系の学会で、他に加入している学会・研究会をお答えください。【複数回答可】 

(a) 近代語学会 

(b) 訓点語学会 

(c) 計量国語学会 

(d) 社会言語科学会 

(e) 日本音韻論学会 

(f) 日本音声学会 

(g) 日本近代語研究会 

(h) 日本言語学会 

(i) 日本言語政策学会 

(j) 日本語教育学会 

(k) 日本語文法学会 

(l) 日本語用論学会 

(m) 日本認知言語学会 

(n) 日本方言研究会 

(o) 日本歴史言語学会 

(p) その他 

(q) なし 

 

問 1-6 ここ 5 年の間に、何回くらい大会に参加されましたか。 

(a) 0 回（参加していない） 

(b) 1 回〜2 回 

(c) 3 回〜6 回 

(d) 7 回〜10 回 

 

問 1-7 入会以来、日本語学会の機関誌『日本語の研究』『国語学』に投稿・寄稿されたことはあり

ますか（採用・不採用は問いません。短信、書評、展望を含みます）。 
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(a) ある 

(b) ない 

 

2. 機関誌について 
問 2-1  あなたが、日本語学会の機関誌『日本語の研究』に望むものは何ですか。【複数回答可】 

(a) 質の高い掲載論文 

(b) 広く世界の日本語研究者への流通 

(c) 日本語に関する幅広い領域の議論 

(d) 迅速な査読 

(e) 的確で丁寧な査読コメント 

(f) 論文賞 

(g) 最新の書評や新書紹介 

(h) わからない 

(i) その他 

 

問 2-2 その期待は現在実現されていますか。 

(a) よく実現されている 

(b) まあまあ実現されている 

(c) あまり実現されていない 

(d) まったく実現されていない 

(e) わからない 

(f) その他 

 

問 2-3  『日本語の研究』の J-Stage による電子化公開を進めていますが、一部の言語系学会では、

刊行と同時にオープン・アクセスで公開する試みが実施されています。この方式を日本語学会で取

り入れるべきかどうかという点について、あなたご自身はどう思われますか。 

(a) 賛成 

(b) 反対 

(c) わからない 

(d) その他 

 

問 2-4 【任意項目】そのように考える理由をお答えください。 

 

3. 大会について 
問 3-1 あなたが、日本語学会の大会に望むものは何ですか。【複数回答可】 

(a) 質の高い発表 

(b) 最新の成果の発表 

(c) 多数の発表 

(d) 高名な研究者の発表（または講演） 

(e) 外国語による発表 

(f) シンポジウム 

(g) 大会発表賞 

(h) 書籍展示 

(i) 会員同士の情報交換・交流 

(j) わからない 

(k) その他 
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問 3-2 その期待は現在実現されていますか。 

(a) よく実現されている 

(b) まあまあ実現されている 

(c) あまり実現されていない 

(d) まったく実現されていない 

(e) わからない 

(f) その他 

 

問 3-3 一部の言語系学会では、大会発表予稿集の事前の電子化公開 （ペーパーレス化）が行われて

います。日本語学会でも大会発表予稿集の事前の電子化公開をすべきだと思いますか。 

(a) そう思う 

(b) そう思わない 

(c) わからない 

(d) その他 

 

問 3-4 現在、口頭発表を 1 日目とし、ブース発表、シンポジウム、ワークショップ等を 2 日目と

するプログラムで実施しています。この順序についてどう思いますか。 

(a) 現状のままでよい 

(b) 1 日目と 2 日目を入れ替えたほうがよい 

(c) わからない 

(d) その他 

 

4. 会費について 
問 4-1 現在の学会の活動やサービスに対して、会費は見合っていると思いますか。 

(a) かなり高い 

(b) やや高い 

(c) 適正 

(d) もう少し高くてもよい 

(e) もっと高くてもよい 

(f) わからない 

(g) その他 

 

問 4-2 あなたが日本語学会の会員でいる最大の理由は何ですか。 

(a) 『日本語の研究』に投稿できる 

(b) 『日本語の研究』を入手できる 

(c) 大会で発表できる 

(d) 大会に参加できる 

(e) 会員同士の情報交換・交流ができる 

(f) 日本語研究振興のため、日本語学会を応援したい 

(g) わからない 

(h) その他 

 

5. その他のサービスについて 

問 5-1 学会に求めたいサービスや活動はありますか。【複数回答可】 

(a) 自主研究グループへの支援 

(b) 女性研究者への支援 
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(c) 学会ウェブサイトの充実 

(d) マイページの設置 

(e) SNS（Facebook、twitter 等）の充実 

(f) チュートリアル・講座 

(g) 英語等による論文執筆の支援 

(h) 英語等による研究発表の支援 

(i) 外国人研究者の日本語による論文執筆の支援 

(j) 外国人研究者の日本語による研究発表の支援 

(k) 大会における託児・保育サービス 

(l) ノートテイキング・手話通訳など、ろう者への情報提供の充実 

(m) 『日本語学大辞典』等出版物の刊行 

(n) 評議員選挙等の電子化 

(o) 科学研究費申請の支援 

(p) 海外の学会との連携 

(q) 関連学会との連携 

(r) わからない 

(s) その他 

 

問 5-2 【任意項目】最後に、日本語学会の運営について、ご意見・ご要望があればお書きくださ

い。 

 


